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3 ． 4 ．教育的文体論を導入した教育実践活動
の例

































































日本語の指導における教育的文体論 ― 35 ―― 34 ―
(035)
＜文体を用いた随筆的評論教材指導の具体的視点＞
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には，as you knowと同時に，as I expectedす
なわち，私が思っていたとおり，という意味も


























































4 4 4 4
そう
か。」とうなづいて安心し，新聞も大きな見出
しでそれを報じる。同じことは「梅雨明け宣
言」についてもいえよう。梅雨があけたことを
わざわざ「宣言する」というのは，日本人が皆
それを期待しているからなのだ。だからその期
待にこたえなければならないのである。そのよ
うな宣言によって日本人は「やっぱり」といっ
て安心する。これが「やっぱり」の風土的背景
といってよかろう。
本稿は，日本文体論学会第99回大会シンポジ
ウム（2011.6.18．於日本大学）の内容に大幅に
加筆修正を加えたものです。貴重なご意見を頂
いた先生方には，この場を借りてお礼を申し上
げます。
